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ボッチャは誰もが一緒に楽しむことができる
ユニバーサルなスポーツ

ボッチャの体験を広げていくことで、
障がいの有無、年齢、性別等を超えて
⼈々の交流を図り、共⽣社会の実現を図る

2027年に本県で開催する全国障害者スポーツ⼤会の
基盤づくりを進めるため、県⺠、企業等に
障がい者スポーツに関心をもってもらう
※ボッチャは、パラリンピックの正式競技であり、2027年に本県開催予定である全国障害者スポーツ⼤

会においても実施されます。

ボッチャプロジェクトが目指すもの
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プロジェクトの全体像

サポーター
養成等

《交流の機会》
ボッチャの体験

用具の
確保・貸出

パラウェーブ
ＮＡＧＡＮＯ
カップ開催

《成果の発表の場》

《審判員等で活動》

《人材育成》

《用具の活用》

《指導者として活躍》

《用具貸出》
県⺠・地域・学校

企業・団体
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＜決勝⼤会＞＜地区予選会＞

戦略１ 成果の発表の場

参加チーム数 計100チーム（予選会24チーム×４地区）+招待ｹﾞｽﾄ4ﾁｰﾑ

参加資格 全世代（障がいの有無等関係なく、子どもから高齢者が競う）

優勝チームには知事杯を授与

ボッチャ競技⼤会「第１回パラウェーブNAGANOカップ」の開催

期 日 ブロ
ック 会 場

11月4日（月） 南信 辰野町町民体育館（辰野町）

11月9日（土） 東信 東御市中央第１体育館（東御市）

11月16日（土） 北信 戸倉体育館（千曲市）

12月14日（土） 中信 穂高総合体育館（安曇野市）

２月11日(火･祝日）
穂高総合体育館（安曇野市）
各ブロック代表 20チーム
＋招待ｹﾞｽﾄ ４ﾁｰﾑ

上位
各５ﾁｰﾑが
決勝⼤会に
進出

チーム募集９月6日開始!!
（10月17日まで）

各ブロック24チームまで
※１チーム３人以上6人まででチーム編成

【 Webサイトから参加申込】
https://parawavenagano2019.com/boccia
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戦略２-1 身近な地域で楽しめる環境整備
＜用具の確保・貸出＞

県保健福祉事務所
県⻑寿社会開発センター⽀部

県教育事務所

体育センター

ライオンズクラブ国際協会334-E地区
⻑野県遊技業協同組合
⼤塚製薬(株)
３団体から総数４５セットのボッチャ競技用具の贈呈
身近な場所でボッチャ競技用具の無料貸出を実施

県障がい者⽀援課

【配 備 先】

普及へ活用（用具の無償貸出）

貸出
申請
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戦略２-2 身近な地域で楽しめる環境整備
＜指導者の養成＞

ボッチャサポーター講習会を開催、ボッチャを地域で普及するための人材を養成

計 204⼈が受講
・今後、地域のボッチャ体験会等

で、指導者として活躍
・さらに審判員を希望する方には

講習会を準備

北信
３/２37人

８/24 46人

中信

8/24 30人

東信

3/2 41人

南信

8/25 50人

小学生から６５歳以上の高齢者までの

〈用具の貸出と指導者の派遣〉
講習会を受講した人等から、ボッチャ競技用具の貸出と
ともに、指導者を派遣し、ボッチャの体験会を実施
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戦略３ 様々な機会をとらえて体験の場を提供

信州パラスポキャラバンによるボッチャ等のパラスポーツ体験

学校での体験

地域・団体・企業等での体験

７７市町村での実施を予定
現時点で実施・計画済 56市町村

（実施に向けて調整中を含めると 66市町村）
ボッチャ、フライングディスク、スポーツ吹き矢
ゴールボール、ブランドサッカーの中から地域の要望に
合わせて体験会を提供

日本財団パラリンピックサポートセンターとの連携等で
小・中・高校、特別⽀援学校、ＰＴＡにおける体験会や
講演会の実施

⾃治会、公⺠館活動、様々な地域団体や企業でのボッチャ
体験会の実施

６










